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（話ｌ再任、選環）竪撒皿ｏｎ拭特

・蝿や毒雪鴇宴塞ｅ州一‐式日［和誤猛

や嵩ら篭〆異心一一等侭差押Ｐ菩弾砦砦埜叩二言言ｅ湾岬一・・蝿

ふい異拙装鴇巨諜掌富篇狸今誉剰叩一奏謹塞一Ｐ料電雪釦樺

艇呉。慨報押僅幽Ｕ鱈腿Ｈ漫雌隈

〒唖急［、峯署室料撫

紅需櫛浄異ｅ遡掛邑雪

（州四判林、碓頚）蟹撒賦、寸慨終・岬黒心鵠剖毛諾

ｅゴミ誉寺蝿這却宰〉へ牙ご〃起票這蝶・蝿や雪三唱判り狸らい当潟

呼一為報宅裂薯令〃一謡一ｓ割一壱戸・害毒・害毒〃叩一ヨ｝ｅ幸遥・嵩・悪

。》一Ｋい績埜や富妙一ｓＵ〃Ｐ奄霊ｅ巨令・蕊覇篭〃し一興／壕》一〃当

騒塩側ｅ眼熊肥Ｈ裂血腰



四分遺跡発見の合葬墓

(第８５次）

弥生時代中期末。東西方向に

農い堪城に、２体の成人を交

亜に横たえ、水撒で淡ってい

た。ｌ櫛側の女性は右胸に刑雛

を茨府した矢が射込まれてお

り、北側のり)性の左ﾉIjIiI‘冊・・

勝I‘}･などには金偶とみられる

利器による多数の傷跡が残る。

治癒反応はない。ほぼ同時に

二人を襲ったこの暴力的な死

が、’'1じ堆城に合非させるこ

とになった一閃であろう。

本文4頁参照（撮影／中村一郎）

吉備池廃寺の塔心礎抜取穴

西側上城の'１１央で検出した心礎

抜取穴。底には人頭大の限禰が

残る。束lIIi約６ｍ、南北８ｍ以上、

深さ40ｃｍの巨大な穴で、１１本雌

大と１１される奈良県香芝市尼寺

廃寺の黙心礎がすっぽり納まる。
穴は堆蝋の糊い位悩にあり、地

上式の心礎であったと巻えられ

る。南l1Iiから。
本文5B頁参照（撮影／井上直夫）

iｉ奈文研年報／l99S-Il


